
 

 

令和３年度 校内で感染者が発生した場合の対応                                   【資料３】 
 
 

対策本部 教務チーム 保健チーム 児童生徒支援チーム 

こころ係 学び係 

担当者 

◎リーダー 
○副 

◎・・白川校長 

○・・西村教頭（情報収集・情報発信） 
原田、宗正、木村ひ、山本雅、江川、山根 

◎・・原田（教務主任） 

○・・今川 
   中村、杉山、田村 

◎・・江川（体育主任） 

○・・宗正（保健主任） 
   山田、津川、花岡 

◎・ ・山本雅（生徒指導主任） 
○・・藤本富 
木村昌、五郎丸、村上 

◎・・木村ひ（研修主任） 

○・・藤本和 
山本由、玉川、栂野 

発
生
時
・
発
生
早
期
（
初
動
対
応
） 

 

 

 
 

□教職員又は児童生徒の感染情報を把握 

□市町教委への速報（電話による） 
□対策本部招集、全教職員への連絡 

□保健所との窓口決定、保健所指導の下、対応を検討 

□感染者に係る詳細な情報収集 
□感染者との接触者（教職員・児童生徒等）リストを作
成し、保健所に提供 

□教職員勤務体制の整備（教職員に濃厚接触者等がいるこ 
とを想定） 

□ＰＴＡ会長、学校運営協議会会長等への連絡 

□保護者宛て連絡内容の検討 
→緊急メール等により保護者への連絡 

（自宅待機の指示等） 

□感染者及びその家庭への支援 
□報道対応 

 

 

 
 

□発生直後の時程調整及び連絡 

□休業等の措置に伴う、今後の 
スケジュール等の立案、調整 

□臨時日課等の編成及び伝達方 

法の計画 

 

 

 
 

□学校医への連絡 

□学校給食の調整 
□汚染エリアの確定 

□消毒の必要性及び方法の提示 

 

 

 
 

□感染への不安相談・対応 

□感染者等への偏見・差別防 
止に向けた指導 

□休業等に伴う事前指導 

（家庭での過ごし方、休業等 
の意義） 

 

 

 
 

□休業等に伴う学習課題の確
認、準備 

□家庭での学習方法等の説明 

□課題の取組状況の確認方法
及び取り扱い等の提示 

臨
時
休
業
時 

□保健所の指導による対応を継続 

□児童生徒・教職員の健康状況の確認 

□随時、保護者宛て連絡内容の検討 
 →緊急メール、学校ウェブページ等による情報発信 

□消毒作業に係る市町教委との調整 

□感染者及びその家庭への支援 
□教職員勤務体制の調整（在宅勤務等） 

□臨時休業中に新規感染者が発生した場合の対応確認 

□学校再開に向けた対応協議 

□学校行事等の日程調整 

□継続的に学習課題を調整 

□児童生徒の学習支援方法等の
検討 

 

（臨時休業が２週間以上の場合） 
□登校日の調整 

□児童生徒の健康状況の集約 

□臨時休業中の保健指導 

□感染者及びその家庭への支援 
 

□日々の健康状況の確認（健
康観察アプリ等の活用） 

□家庭訪問・電話連絡等によ
る支援 

□スクールカウンセラーと
の連携 

 

□学習課題の検討 

□家庭での学習方法等の実施・
進捗確認 

□学習成果の確認方法等の実
施・進捗確認 

学
校
再
開
時 

□「学校再開に向けたチェックリスト」参考により学校の
対応を確認 

□感染防止対策の徹底 

□感染者発生時の対応の徹底 
□児童生徒・教職員の健康状況の確認 

□県内等の感染状況の確認 

□教職員又は児童生徒のＰＣＲ検査受検等の情報を把握 
→受検報告があった時点で感染者発生時の対応準備
を加速 

 

□臨時日課編成及び調整 
□教育活動実施上の留意点徹底 

□教育課程等の進行管理 

□感染防止対策の徹底 
□児童生徒の健康状況の集約 

□体調不良時の対応の徹底 

□日々の健康観察（健康カー
ド等） 

□体調不良時の対応の徹底 

□緊急時の連絡方法の再確
認（緊急メール、学校ウェブペー
ジの周知・徹底） 

□スクールカウンセラーと
の連携 

□健康観察アプリの活用等
を検討 

□学習指導方法の確認 
□家庭での学習方法等の検討 

□学習成果の確認方法の検討 

新型コロナウイルス感染者（児童生徒又は教職員）の発生 



 

 

 


